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I. INTRODUCTION

ニューロンとシナプス荷重の
ダブルダイナミックス

Partial Annealing
ニューロンとシナプス荷重が共に変化する。
シナプス荷重に比べて、ニューロンの変化が
非常に速い極限を解析する。

シナプスが有意に変化する前に、ニューロンは
（準）平衡状態になっている。



シナプス荷重は、ニューロンの発火状態を用いた

ヘブ的な学習、あるいは反学習を行う。

十分時間が経過して定常状態に達したときの、

ニューロンの発火状態やシナプス荷重について

解析する。

ここでは、

Hopfield  model に Partial  Annealing  を行い、

もとの Hopfield  model との比較を行う。
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Ⅱ. モデル
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定常状態
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をレプリカ法により計算する。

以下では、レプリカ対称性を仮定。
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Hopfield
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Ⅲ. 数値解析



Hopfield model  と Partial Annealing  の理論曲線
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◎Hopfield model との比較（ で計算）
Hopfield Attractor ,  3M  も が大きくなると
安定な温度の範囲が増える

◎Hopfield  model に比べて
Hopfield Attractor は
相転移の種類が変わる

が小 ⇒ ２次相転移
が大 ⇒ １次相転移
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Ⅳ. まとめ


